
【新仙台１号】
平成27年9月廃止済
・重油 ・35万kW
・昭和46年8月運転開始

【新仙台２号】
平成23年10月廃止済
・天然ガス、重油、原油
・60万kW
・昭和48年6月運転開始

【参考資料１】電源開発計画における火力発電所の状況について

■当社は、特定の電源に過度に依存することなく、安全確保を最優先とした原子力
発電所の再稼働や、再生可能エネルギーの導入拡大にもしっかりと取り組みながら、
コスト競争力のあるバランスの取れた電源構成の実現を目指している

■こうした考えのもと、経済性や環境性などに優れ、再生可能エネルギーの出力変動
にも柔軟に対応できる最新鋭火力の開発にあわせて、新規電源との入れ替えや、
保有する発電設備のスリム化による効率化の観点などから、経済効率性の低い経年
火力電源等の廃止を進めていくこととしている

【至近における火力発電所の開発・廃止状況の例】
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【新仙台3号系列】平成28年7月全量営業運転開始
・LNG ・104.6万kW
・新仙台１・２号のリプレース対象電源として
開発

・最新鋭のガスタービンを導入することで、
熱効率は世界最高水準の60％以上を達成

28年平成27年

【能代3号】
平成32（2020）年6月運転開始予定
・石炭 ・60万kW
・超々臨界圧方式（熱効率44.8％）

【上越1号】
平成35（2023）年6月運転開始予定
・LNG ・57.2万kW
・コンバインドサイクル発電方式
（熱効率約63％：設計中）
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今後の需要動向や、新たな電源の開発計画、
設備の維持費用の見通しなどを踏まえ、廃止を決定
（夏場の需要ピーク後の平成30年9月に廃止）

引き続き、発電設備のスリム化
などを通じて、コスト競争力強化
や環境性向上などに努めていく

※昨年度（平成29年度）の供給計画では
今後の需要動向を見極めつつ、具体的
な廃止時期を検討していくこととして
いた。

経年火力

【秋田5号】
平成30年9月廃止予定
・軽油 ・33.3万kW
・平成24年6月運転開始

【東新潟5号】
平成30年9月廃止予定
・LNG ・33.9万kW
・平成24年6月運転開始

【新潟4号】
平成30年9月廃止予定
・重油、天然ガス、LNG
・25万kW
・昭和44年8月運転開始


